長崎医学の百年, 第六章　第五高等中学校医学部, 第一節　第五高等中学校医学部の設立 by 長崎大学 医学部 & 中西 啓
第
一
節
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
　
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
に
、
大
学
予
備
門
長
杉
浦
重
剛
は
東
京
大
学
よ
り
予
備
門
を
分
離
し
て
、
こ
れ
を
高
等
中
学
校
と
称
す
べ
し
と
い
う
建
白
書
を
政
府
に
提
出
し
た
が
、
当
局
の
容
る
る
所
と
な
ら
ず
、
遂
に
翌
十
八
年
に
至
っ
て
辞
職
し
た
。
　
杉
浦
重
剛
の
定
め
た
予
備
門
生
徒
心
得
七
ヶ
条
は
後
年
の
高
等
中
学
校
の
生
活
に
極
め
て
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
次
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
第第第第第第第
七六五四三二一
智
徳
ヲ
淳
励
シ
立
身
報
国
ノ
基
ヲ
建
ツ
ベ
キ
事
衣
食
起
居
ヲ
慎
ミ
身
体
ノ
健
全
ヲ
計
ル
ベ
キ
事
信
義
ヲ
重
ソ
ジ
志
操
ヲ
固
ク
シ
言
行
一
致
ヲ
期
ス
ベ
キ
事
修
学
ノ
序
ヲ
履
ミ
切
問
近
思
ヲ
務
ム
ベ
キ
事
校
則
ヲ
遵
守
シ
師
長
二
恭
順
ス
ベ
キ
事
校
舎
ノ
整
備
ヲ
旨
ト
シ
粗
暴
ノ
挙
動
有
間
敷
事
校
外
二
在
ル
時
ト
錐
モ
生
徒
タ
ル
体
面
ヲ
汚
ス
所
為
有
間
敷
事
　
こ
の
よ
う
な
杉
浦
重
剛
の
教
育
理
念
は
世
に
迎
え
ら
れ
る
時
期
を
持
つ
に
至
っ
た
。
　
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
、
太
政
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
内
閣
制
が
定
め
ら
れ
て
、
外
務
、
内
務
、
大
蔵
、
陸
軍
、
海
軍
、
司
法
、
丈
部
、
農
商
務
、
逓
信
の
九
省
が
設
置
さ
れ
、
更
に
内
閣
に
統
計
局
が
設
置
さ
れ
て
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
代
文
部
大
臣
森
有
礼
は
こ
の
時
に
当
っ
て
縦
横
の
才
腕
を
振
っ
た
。
そ
し
て
わ
が
国
の
教
育
制
度
に
大
ぎ
な
改
革
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
森
有
礼
の
教
育
論
は
、
教
育
の
た
め
の
教
育
で
は
な
く
、
常
に
国
家
本
位
で
、
政
界
に
お
け
る
国
家
主
義
の
拾
頭
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
森
有
礼
に
よ
っ
て
、
先
の
杉
浦
重
剛
の
教
育
理
念
も
参
酌
さ
れ
た
が
、
森
有
礼
の
教
育
制
度
改
革
は
独
特
の
政
治
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
行
っ
た
。
一
方
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
二
月
二
十
七
日
に
は
各
省
官
制
が
公
布
さ
れ
、
内
務
省
に
は
県
治
、
警
保
、
土
木
、
衛
生
、
地
理
、
社
寺
及
び
会
計
の
七
局
が
置
か
れ
、
森
文
部
大
臣
は
明
治
十
九
年
三
月
以
来
、
次
々
と
教
育
制
度
を
改
革
し
て
行
っ
た
。
一501一
、
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
　
　
　
　
第
一
節
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
　
三
月
二
日
、
勅
令
第
三
号
を
以
て
、
帝
国
大
学
令
十
三
条
を
奏
請
し
、
公
布
し
た
。
こ
の
時
、
東
京
大
学
は
東
京
帝
国
大
学
と
改
称
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
条
に
「
帝
国
大
学
ハ
国
家
ノ
須
憂
二
応
ズ
ル
学
術
技
芸
ヲ
教
授
シ
、
及
其
蓋
奥
ヲ
攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
定
め
て
あ
り
、
三
月
九
日
、
学
事
上
の
便
宜
に
よ
り
、
全
国
を
五
地
方
に
大
別
し
た
。
　
四
月
九
日
、
勅
令
第
十
三
号
を
以
て
、
師
範
学
校
令
を
公
布
し
、
又
、
同
日
、
勅
令
第
十
四
号
を
以
て
、
小
学
校
令
を
発
布
し
、
尋
常
科
、
高
等
科
各
々
四
年
と
し
た
。
　
四
月
十
日
、
勅
令
第
十
五
号
を
以
て
、
中
学
校
令
九
条
を
公
布
し
、
府
県
立
各
一
校
を
限
っ
た
。
　
四
月
三
十
日
、
高
等
学
校
官
制
を
定
め
、
東
京
以
下
、
五
校
を
設
立
し
た
。
　
五
月
十
目
に
は
文
部
省
令
第
七
号
を
以
て
、
教
科
用
図
書
検
定
条
令
を
定
め
た
が
、
六
月
二
十
二
日
に
は
丈
部
省
令
第
十
四
号
を
以
て
、
尋
常
中
学
校
の
学
科
及
び
そ
の
程
度
を
定
め
た
。
　
七
月
一
日
、
文
部
省
令
第
十
六
号
を
以
て
、
高
等
中
学
校
の
学
科
及
び
そ
の
程
度
を
定
め
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
森
有
礼
の
教
育
制
度
の
改
革
は
矢
継
早
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
よ
う
な
改
革
の
跡
を
関
係
法
規
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
追
っ
て
眺
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
四
月
十
日
に
は
小
学
校
令
、
中
学
校
令
、
師
範
学
校
令
な
ど
、
一
時
に
学
校
法
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
本
学
と
関
係
深
い
勅
令
第
十
五
号
中
学
校
令
は
次
の
九
条
で
あ
る
。
　
　
　
中
学
校
令
　
第
一
条
中
学
校
ハ
実
業
二
就
カ
ン
ト
欲
シ
叉
ハ
高
等
ノ
学
校
二
入
ラ
　
　
ソ
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
所
ト
ス
　
第
二
条
中
学
校
ヲ
分
チ
テ
高
等
尋
常
ノ
ニ
等
ト
ス
高
等
中
学
校
ハ
文
　
　
部
大
臣
ノ
管
理
二
属
ス
　
第
三
条
　
高
等
中
学
校
ハ
法
科
医
科
工
科
文
科
理
科
農
業
商
業
等
ノ
分
　
　
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
第
四
条
高
等
中
学
校
ハ
全
国
雛
號
縄
ヲ
五
区
・
分
画
シ
毎
区
・
　
　
一
箇
所
ヲ
設
置
ス
其
区
域
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
ル
　
第
五
条
高
等
中
学
校
ノ
経
費
ハ
国
庫
ヵ
ラ
之
ヲ
支
弁
シ
叉
ハ
国
庫
ト
　
　
該
学
校
設
置
区
域
内
二
在
ル
府
県
ノ
地
方
税
二
依
リ
之
ヲ
支
弁
ス
ル
　
　
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
世
此
場
合
二
於
テ
ハ
其
管
理
及
経
費
分
担
ハ
別
二
之
　
　
ヲ
定
ム
ベ
シ
　
第
六
条
尋
常
中
学
校
ハ
各
府
県
二
於
テ
便
宜
之
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
　
　
得
其
地
方
税
ノ
支
弁
ハ
補
助
二
係
ル
モ
ノ
ハ
府
県
一
箇
所
二
限
ル
ベ
一502一
　
　
シ
　
第
七
条
　
中
学
校
ノ
学
科
其
程
度
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
二
依
ル
　
第
八
条
　
中
学
校
ノ
教
科
書
ハ
文
部
大
臣
ノ
検
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
　
　
ベ
シ
　
第
九
条
　
尋
常
中
学
校
ハ
区
町
村
費
ヲ
以
テ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
　
こ
の
中
学
校
令
に
基
い
て
、
更
に
高
等
中
学
校
の
設
置
区
域
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
中
学
校
令
発
布
後
、
半
年
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
勅
令
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
高
等
中
学
校
は
第
一
及
び
第
三
は
既
存
の
も
の
を
改
め
、
第
二
、
第
四
及
び
第
五
高
等
中
学
校
は
各
学
区
に
お
い
て
新
設
さ
れ
、
第
二
区
で
は
仙
台
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
第
四
、
第
五
、
特
に
第
五
区
で
は
設
立
地
決
定
ま
で
に
、
文
部
省
当
局
は
相
当
困
難
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
－
十
二
月
二
十
五
日
、
森
有
礼
は
九
州
諸
県
及
び
京
都
府
学
事
視
察
の
た
め
出
張
し
、
翌
年
十
月
十
九
日
に
は
、
石
川
県
地
方
学
事
視
察
の
た
め
出
張
し
た
。
そ
し
て
、
到
る
処
の
地
方
長
官
、
有
力
者
及
び
学
校
当
局
と
面
会
し
、
教
育
改
革
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
各
地
方
の
事
情
や
希
望
を
聞
い
た
。
　
第
五
高
等
中
学
校
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
先
ず
指
を
屈
せ
ら
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
れ
る
の
は
、
長
崎
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
長
崎
は
大
陸
並
び
に
西
欧
諸
国
の
船
舶
が
入
港
す
る
開
港
地
で
あ
り
、
常
に
九
州
に
お
け
る
文
明
の
先
駆
と
な
っ
て
い
た
処
で
あ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
西
欧
文
明
輸
入
の
門
戸
で
あ
っ
た
し
、
幕
府
直
轄
の
明
倫
堂
も
、
向
井
元
升
の
後
商
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
全
国
の
文
教
の
書
監
を
勤
め
る
等
、
九
州
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
の
教
育
史
上
、
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
来
て
い
た
。
叉
、
明
治
維
新
以
後
も
、
五
年
の
学
制
頒
布
当
時
、
既
に
幕
府
の
洋
学
教
育
施
設
た
る
広
運
館
並
び
に
精
得
館
の
後
身
長
崎
県
医
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
第
六
大
学
区
長
崎
第
一
番
中
学
校
、
第
六
大
学
区
長
崎
医
学
校
と
改
称
さ
れ
て
お
り
、
明
治
七
年
に
設
立
さ
れ
た
崎
陽
師
範
学
校
は
九
州
に
お
け
る
師
範
学
校
の
噛
矢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
第
五
区
の
高
等
中
学
校
は
長
崎
に
設
置
さ
れ
る
の
が
最
も
隠
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
森
有
礼
は
長
崎
を
避
け
て
熊
本
に
決
定
し
た
。
　
第
四
高
等
中
学
校
設
置
場
所
が
金
沢
に
決
定
し
た
の
は
明
治
十
九
年
十
一
月
三
十
日
で
、
第
二
高
等
中
学
校
の
設
置
場
所
が
仙
台
に
決
定
し
た
の
は
十
二
月
九
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
五
山
口
同
等
中
一503一
　
　
　
第
一
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
学
校
の
設
置
場
所
が
文
部
省
告
示
第
二
号
を
以
て
熊
本
と
決
定
し
た
の
は
翌
二
十
年
四
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
前
記
二
校
は
そ
の
三
日
後
の
四
月
十
八
日
、
文
部
省
告
示
第
三
号
を
以
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
、
第
四
高
等
中
学
校
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
第
五
高
等
中
学
校
は
五
月
三
十
日
に
至
っ
て
漸
く
そ
の
名
を
得
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
明
治
十
九
年
の
こ
と
を
顧
み
る
と
、
七
月
二
十
日
、
地
方
官
制
の
公
希
に
よ
り
、
衛
生
行
務
は
第
二
部
の
所
管
と
な
り
、
十
月
に
は
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
精
神
病
学
教
室
が
置
か
れ
た
。
十
一
月
六
日
に
は
中
央
衛
生
会
官
制
の
公
布
が
あ
り
、
同
月
十
六
日
に
は
、
ポ
ン
ペ
の
斡
旋
に
よ
っ
て
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
、
博
愛
社
は
万
国
赤
十
字
条
約
に
加
盟
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
ら
を
省
略
し
て
再
び
本
学
の
設
立
の
模
様
を
述
べ
よ
う
。
　
十
一
月
三
十
日
の
文
部
省
告
示
第
三
号
が
出
さ
れ
る
前
、
即
ち
十
一
月
二
十
五
日
開
会
さ
れ
、
十
二
月
二
十
四
日
に
閉
会
さ
れ
た
通
常
長
崎
県
会
で
審
議
さ
れ
た
衛
生
及
び
病
院
費
に
つ
い
て
は
、
長
崎
病
院
の
地
方
税
支
弁
を
止
め
て
、
医
学
校
の
管
轄
と
す
べ
き
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
成
立
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
来
る
べ
き
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
に
備
え
ら
れ
る
べ
き
議
案
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
議
会
開
催
前
、
即
ち
八
月
に
起
っ
た
清
国
水
兵
暴
動
事
件
も
こ
の
議
会
で
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
長
崎
の
医
学
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
に
至
っ
た
事
件
で
、
先
に
詳
述
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
の
負
傷
者
及
び
ド
イ
ツ
水
兵
数
十
名
が
臨
時
に
長
崎
病
院
に
入
院
し
、
治
療
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
治
療
の
た
め
生
じ
た
患
者
費
の
不
足
は
二
千
六
百
三
十
三
円
六
十
四
銭
五
厘
に
上
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
臨
時
長
崎
県
会
（
十
二
月
二
十
五
日
開
会
、
二
十
七
日
閉
会
）
に
際
し
て
長
崎
病
院
費
追
加
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
審
議
の
結
果
、
何
等
の
異
論
な
く
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。
　
そ
し
て
こ
の
県
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
明
治
二
十
年
度
地
方
税
教
育
費
中
、
医
学
校
費
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
　
　
原
　
　
案
　
　
　
　
　
　
　
　
議
　
　
決
　
　
　
　
　
　
円
　
銭
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
銭
厘
　
一
〇
、
五
九
三
、
七
六
九
　
　
　
　
　
九
、
九
六
七
、
一
七
九
　
さ
て
、
明
治
十
九
年
十
一
月
三
十
日
の
文
部
省
告
示
第
三
号
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
は
半
年
前
の
決
定
に
基
く
学
区
制
の
う
ち
、
高
等
中
学
校
の
設
立
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
一504一
　
　
勅
令
第
十
五
号
中
学
校
令
第
四
条
二
基
キ
高
等
中
学
校
ノ
設
置
区
域
　
　
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
　
　
　
高
等
中
学
校
ノ
設
置
区
域
　
第
一
条
　
高
等
中
学
校
ノ
設
置
区
域
左
ノ
如
シ
　
　
第
一
区
東
京
府
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、
群
　
　
　
馬
県
、
栃
木
県
、
愛
知
県
、
静
岡
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
　
　
第
二
区
　
宮
城
県
、
福
島
県
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
青
森
県
、
秋
田
　
　
　
　
　
県
　
　
第
三
区
　
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
岐
阜
　
　
　
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
和
歌
山
　
　
　
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
」
高
知
県
（
明
治
二
十
年
文
部
省
告
第
十
　
　
　
二
号
を
以
て
本
区
中
、
兵
庫
県
の
下
に
「
奈
良
県
」
の
三
字
を
追
　
　
　
加
し
、
翌
二
十
一
年
文
部
省
告
示
第
十
一
号
を
以
て
、
徳
島
県
の
　
　
　
下
へ
「
香
川
県
」
の
三
字
を
追
加
し
た
）
　
　
第
四
区
　
新
潟
県
、
福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
　
　
第
五
区
　
長
崎
県
、
福
岡
県
、
大
分
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
宮
崎
　
　
　
県
、
鹿
児
島
県
　
こ
の
五
つ
の
高
等
中
学
校
の
設
置
は
、
高
等
学
校
制
度
と
し
て
永
く
存
続
し
、
多
少
の
変
化
は
あ
っ
て
も
、
大
学
予
備
学
校
と
し
て
終
戦
後
の
学
制
改
革
に
至
る
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
　
さ
て
、
前
記
の
よ
う
に
、
第
五
高
等
中
学
校
が
熊
本
に
設
立
さ
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
明
治
二
十
年
五
月
三
十
日
で
あ
る
が
、
六
月
四
日
に
は
、
第
一
高
等
中
学
校
長
兼
高
等
師
範
学
校
幹
事
野
村
彦
四
郎
が
第
五
高
等
中
学
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
が
長
崎
に
決
定
し
た
の
は
こ
の
時
で
は
あ
る
が
、
そ
の
企
画
が
推
進
さ
れ
た
の
は
後
述
の
よ
う
に
八
月
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
治
二
十
年
の
衛
生
行
政
に
触
れ
て
お
こ
う
。
五
月
十
六
日
、
博
愛
社
は
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
し
、
三
十
一
日
に
は
衛
生
試
験
所
官
制
が
公
布
さ
れ
、
七
月
一
日
に
は
日
本
薬
局
方
が
制
定
さ
れ
て
、
医
学
、
薬
学
と
も
に
漸
次
、
制
度
の
確
立
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
処
で
、
第
五
高
等
中
学
校
長
に
六
月
四
日
に
転
任
し
た
野
村
彦
四
郎
は
同
月
二
十
一
日
、
熊
本
市
桜
井
町
十
七
番
地
内
国
通
運
会
社
に
落
着
き
、
七
月
十
三
日
に
第
五
高
等
中
学
校
仮
事
務
所
を
設
け
、
八
月
に
は
第
一
高
等
中
学
校
幹
事
大
橋
太
郎
が
幹
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
月
一
日
に
は
旧
熊
本
医
学
校
廃
校
後
、
仮
寓
し
て
い
た
熊
本
県
警
察
署
の
跡
地
た
る
古
城
に
移
っ
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
八
月
八
日
午
前
八
時
よ
り
、
熊
本
桜
井
町
十
七
番
地
、
内
国
通
運
会
社
に
設
け
ら
れ
た
第
五
高
等
中
学
校
仮
事
務
一505一
　
　
　
第
一
節
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
所
四
階
上
に
お
い
て
、
本
校
は
生
徒
入
学
に
関
す
る
諸
件
や
学
科
、
程
度
を
検
討
す
る
た
め
、
九
州
各
県
の
尋
常
中
学
校
長
、
各
県
学
務
員
及
び
地
方
税
に
関
係
あ
る
県
会
常
置
委
員
も
含
め
て
相
談
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
合
は
第
五
高
等
中
学
校
よ
り
各
県
知
事
に
通
牒
を
発
し
、
直
ち
に
同
意
を
得
て
開
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
集
合
し
た
者
は
熊
本
県
医
学
校
長
熊
谷
省
三
、
同
附
属
病
院
長
大
谷
周
庵
。
熊
本
県
属
小
野
正
尊
、
同
藤
崎
熊
雄
、
同
常
置
委
員
原
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
隆
道
、
同
嘉
悦
信
之
、
同
白
木
為
直
、
阪
本
淳
蔵
、
同
小
崎
義
明
、
同
紫
藤
寛
治
、
同
村
上
一
郎
。
大
分
県
尋
常
師
範
学
校
長
鎌
田
栄
吉
、
同
属
柴
田
重
英
。
佐
賀
県
尋
常
中
学
校
長
原
口
元
照
、
同
属
野
田
啓
太
郎
、
同
常
置
委
員
永
田
佐
次
郎
、
同
牛
島
秀
一
郎
。
福
岡
県
尋
常
中
学
校
長
安
田
弥
蔵
、
同
修
猷
館
長
隈
本
有
尚
、
同
県
属
川
江
種
信
、
同
柳
川
橘
蔭
学
館
教
員
小
幡
三
郎
、
同
豊
津
尋
常
中
学
校
教
員
島
田
省
一
、
同
常
置
委
員
立
花
親
信
。
長
崎
県
尋
常
師
範
学
校
長
小
山
健
三
、
同
尋
常
中
学
校
長
猪
飼
麻
次
郎
、
同
県
属
吉
谷
龍
夫
、
同
常
置
委
員
（
議
長
）
志
波
三
九
郎
、
同
朝
長
恒
三
（
記
録
順
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
相
談
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
こ
と
は
「
御
相
談
ノ
件
」
と
い
う
学
校
よ
り
提
出
し
た
記
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。
（
『
第
五
高
等
学
校
五
十
年
史
』
）
　
一
、
第
五
高
等
中
学
校
学
科
程
度
及
教
科
用
書
ハ
務
メ
テ
第
一
高
等
中
　
　
学
校
ト
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ソ
事
ヲ
期
ス
。
故
二
当
校
区
域
内
尋
常
中
学
　
　
校
第
三
年
級
以
上
モ
亦
タ
当
校
予
科
学
科
ノ
程
度
及
教
科
用
書
等
同
　
　
一
ナ
ラ
シ
メ
バ
、
将
来
各
尋
常
中
学
ヨ
リ
当
校
へ
無
試
験
ニ
テ
転
学
　
　
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
ベ
シ
。
依
テ
漸
次
其
運
二
相
成
候
様
致
度
右
実
施
上
　
　
ノ
御
意
見
如
何
。
　
　
　
但
、
本
文
教
科
用
書
中
得
失
判
然
シ
、
第
一
高
等
中
学
校
二
徴
ヒ
　
　
　
難
キ
モ
ノ
ハ
強
テ
本
文
二
泥
マ
ズ
、
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ヰ
ル
モ
、
　
　
　
各
尋
常
中
学
校
ト
当
校
ト
彼
是
差
違
ナ
キ
ヲ
希
望
ス
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
　
O
予
科
学
科
ヲ
設
置
ス
ル
ハ
弊
害
ナ
ル
議
　
同
意
者
二
名
　
　
尋
常
中
学
卒
業
資
格
ノ
価
値
ヲ
失
ヒ
、
漸
次
衰
頽
ノ
運
二
至
ラ
シ
ム
。
　
　
卒
業
生
ニ
シ
テ
落
第
セ
シ
者
モ
予
科
二
入
学
出
来
ル
ト
セ
バ
、
生
徒
　
　
ノ
奮
発
心
ヲ
阻
害
ス
。
　
O
予
科
ヲ
設
置
ス
ル
ノ
議
　
　
卒
業
生
ヲ
シ
テ
進
退
二
迷
ハ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
、
予
科
二
入
学
セ
シ
メ
、
　
　
本
科
二
進
ム
ノ
準
備
ヲ
ナ
サ
シ
ム
。
　
　
第
五
高
等
中
学
ノ
学
科
程
度
判
然
セ
ザ
レ
バ
、
生
徒
ヲ
シ
テ
入
学
ノ
　
　
途
二
迷
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ァ
ラ
ム
。
　
こ
の
討
議
の
結
果
、
一506一
○
本
科
落
第
者
入
学
ノ
為
二
永
久
二
尋
常
五
年
位
ノ
学
科
課
程
ヲ
一
学
　
期
置
ク
ベ
シ
。
（
一
学
期
）
　
同
意
者
十
二
名
〇
ニ
ケ
年
ニ
シ
テ
四
年
五
年
生
ヲ
入
学
セ
シ
メ
、
次
年
ニ
ハ
五
年
丈
を
　
許
、
入
試
全
廃
ト
共
二
廃
止
ス
。
（
二
学
期
）
　
同
意
者
十
三
名
○
初
年
ニ
ハ
三
四
五
年
ヲ
、
次
年
ニ
ハ
四
五
年
ヲ
、
末
年
ニ
ハ
五
年
ノ
　
ミ
ト
シ
、
入
試
全
廃
ト
共
二
廃
止
ス
。
（
三
学
期
）
　
同
意
者
二
名
以
上
で
第
一
目
の
会
議
を
終
っ
た
。
相
談
会
、
第
二
日
目
は
翌
十
日
午
前
八
時
よ
り
再
開
さ
れ
た
。
一
、
授
業
料
ハ
到
底
第
一
高
等
中
学
校
ト
同
ジ
ク
、
一
ケ
年
本
科
ハ
弐
　
拾
円
、
予
科
ハ
拾
五
円
ノ
額
ヲ
徴
収
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
レ
ド
モ
、
当
　
校
ハ
創
設
ノ
際
ナ
ヒ
ハ
、
当
分
土
地
ノ
情
況
ヲ
酎
酌
シ
、
其
額
ヲ
定
　
メ
ソ
ト
ス
。
凡
ソ
幾
許
ニ
テ
可
ナ
ル
ヤ
。
御
見
込
如
何
。
　
　
但
、
徴
収
期
ハ
年
二
何
回
ト
ス
ベ
キ
ヤ
。
叉
毎
月
ト
ス
ベ
キ
ヤ
。
　
　
納
付
ノ
便
如
何
。
こ
れ
に
対
す
る
意
見
と
し
て
O
各
高
等
中
学
ヲ
通
シ
テ
区
域
外
ノ
者
ハ
倍
額
ニ
シ
タ
シ
（
原
案
ノ
額
　
ニ
テ
）
O
食
料
ハ
月
壱
円
五
拾
銭
以
上
弐
円
五
拾
銭
以
下
ト
シ
、
授
業
料
ハ
第
　
一
ト
同
様
ニ
シ
タ
シ
。
O
元
案
ハ
月
額
二
端
数
ヲ
生
ズ
レ
バ
本
科
ハ
壱
円
五
拾
銭
、
予
科
ハ
月
　
壱
円
、
年
拾
弐
円
ト
シ
、
食
料
ハ
差
当
リ
、
壱
円
八
拾
銭
位
ニ
シ
タ
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
　
　
シ
。
　
O
本
科
ヲ
拾
五
円
、
予
科
ヲ
拾
円
ト
シ
、
食
料
ハ
弐
円
ト
定
メ
タ
シ
。
　
○
中
学
ニ
テ
ハ
三
拾
銭
乃
至
五
拾
銭
ナ
ル
ニ
、
同
程
度
ノ
予
科
二
於
テ
　
　
高
キ
ハ
権
衡
ヲ
失
ス
。
　
O
本
科
予
科
同
様
ニ
シ
タ
シ
。
　
（
区
別
ス
ル
時
ハ
本
科
ニ
ハ
入
ラ
ズ
シ
　
　
テ
退
学
ス
ル
者
モ
生
ズ
ベ
シ
。
）
授
業
料
、
食
料
ト
モ
五
円
ト
定
メ
　
　
タ
シ
。
　
（
授
業
料
壱
円
、
食
料
弐
円
五
拾
銭
、
書
籍
代
五
拾
銭
、
雑
　
　
費
壱
円
）
等
が
出
た
が
、
徴
収
期
は
毎
月
と
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
し
た
。
　
一
、
当
校
第
一
回
ノ
生
徒
募
集
ハ
何
級
何
人
ト
限
ラ
ズ
、
単
二
八
十
人
　
　
ト
シ
、
入
学
ノ
上
、
実
力
二
応
ジ
、
各
組
二
編
成
ノ
見
込
ナ
リ
。
右
　
　
八
十
人
ニ
テ
ハ
入
学
希
望
者
二
対
シ
、
多
寡
如
何
。
　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
予
め
人
数
を
定
め
ず
、
試
験
の
上
で
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
説
に
多
く
賛
成
し
た
。
　
一
、
這
回
ノ
募
集
生
二
限
リ
、
入
学
試
験
二
一
科
若
ク
ハ
ニ
科
ノ
成
績
　
　
不
充
分
ナ
ル
モ
、
他
科
ノ
成
績
充
分
ナ
ル
モ
ノ
ハ
一
時
試
験
生
ト
シ
　
　
テ
、
仮
入
学
ヲ
許
シ
、
其
短
所
ヲ
追
修
セ
シ
ム
ベ
キ
見
込
ナ
リ
。
各
　
　
尋
常
中
学
校
二
於
テ
ハ
御
差
支
ナ
キ
ヤ
。
　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
満
場
一
致
で
原
案
に
賛
成
し
た
。
　
一
、
本
科
各
科
目
教
授
ノ
準
備
ヲ
急
グ
ト
錐
、
創
設
ノ
際
ナ
レ
バ
、
同
、
　
　
一
二
完
備
ヲ
期
シ
難
シ
。
因
テ
地
方
希
望
者
ノ
最
モ
多
キ
科
目
ヲ
先
一507一
第
一
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
　
　
ニ
シ
、
其
準
備
二
着
手
セ
ン
ト
ス
。
法
、
医
、
工
、
文
、
理
ノ
中
、
　
　
敦
レ
ガ
最
モ
望
ミ
多
キ
ヤ
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
分
県
は
理
、
文
、
工
、
法
、
医
の
順
、
佐
賀
県
は
法
、
エ
、
医
、
丈
、
理
の
順
、
熊
本
県
は
法
、
文
、
医
、
理
、
工
の
順
、
福
岡
県
は
法
、
工
、
医
、
理
、
文
の
順
、
長
崎
県
は
医
、
理
、
法
、
工
、
文
の
順
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
れ
は
現
下
の
好
尚
で
あ
る
か
ら
、
猶
将
来
の
誘
導
に
は
何
を
先
に
す
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
福
岡
、
熊
本
は
理
科
、
大
分
、
佐
賀
、
長
崎
は
理
、
工
の
二
科
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
各
県
に
お
い
て
そ
の
希
望
を
異
に
す
る
の
は
ど
う
か
、
そ
の
障
害
と
な
る
も
の
は
ど
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
衣
食
の
道
に
窮
す
る
た
め
速
成
を
欲
す
と
答
え
た
者
、
父
兄
教
養
の
遺
伝
と
答
え
た
者
、
易
に
付
く
の
小
成
を
か
た
ち
作
る
と
答
え
た
者
が
あ
っ
た
。
更
に
学
校
側
は
、
以
上
の
理
由
で
、
今
回
の
準
備
の
点
で
は
、
何
れ
を
先
に
す
べ
き
か
の
問
を
発
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
医
、
工
、
理
を
先
に
す
べ
き
で
あ
る
と
云
う
者
＋
三
名
、
法
、
文
を
先
に
す
べ
き
で
あ
る
と
云
う
者
六
名
で
あ
っ
た
。
　
一
、
勅
令
第
十
五
号
第
三
条
二
拠
リ
、
高
等
中
学
校
本
科
卒
業
ノ
上
履
　
　
修
ス
ベ
キ
分
科
ヲ
要
ス
ベ
キ
ヤ
。
若
シ
之
ヲ
要
ス
ト
セ
バ
、
地
方
ノ
　
　
情
況
二
於
テ
、
法
、
医
、
工
、
文
、
理
ノ
各
科
及
農
業
、
商
業
ノ
中
　
　
敦
レ
ヲ
必
要
ト
ス
ベ
キ
乎
。
御
見
込
如
何
。
　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
分
科
設
置
を
希
望
す
る
者
一
名
、
医
科
設
置
を
希
望
す
る
者
十
八
名
、
法
、
文
、
農
の
三
科
設
置
を
希
望
す
る
者
一
名
、
農
科
設
置
を
希
望
す
る
者
一
名
で
あ
っ
た
。
　
一
、
第
一
高
等
中
学
校
ノ
実
況
二
拠
レ
バ
、
理
化
学
器
械
等
ノ
準
備
費
　
　
用
、
凡
ソ
四
五
万
円
ナ
ラ
デ
ハ
完
備
シ
難
シ
ト
思
考
ス
。
抑
モ
本
校
　
　
建
築
費
ハ
既
二
熊
本
県
会
ノ
議
定
ス
ル
所
ト
ナ
リ
、
人
員
凡
四
五
百
　
　
人
ヲ
容
ル
ベ
キ
寄
宿
舎
ハ
勿
論
、
其
人
員
ヲ
教
授
ス
ベ
キ
壮
麗
ナ
ル
　
　
校
舎
建
築
二
対
シ
テ
ハ
寸
分
ノ
憂
ナ
シ
ト
難
モ
前
顕
器
械
費
ノ
供
給
　
　
方
法
ハ
如
何
ニ
シ
テ
可
ナ
ル
乎
。
尤
モ
苦
慮
ス
ル
所
、
若
シ
弥
久
此
　
　
準
備
ヲ
得
ザ
レ
バ
、
子
弟
教
養
ノ
成
績
二
於
テ
、
不
完
全
ヲ
見
ル
ハ
　
　
理
ノ
免
レ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
然
ル
ニ
当
校
二
当
ツ
ル
国
庫
費
ハ
本
年
度
　
　
二
於
テ
、
僅
二
一
万
円
ニ
シ
テ
、
此
末
多
少
ノ
増
額
ア
ル
モ
、
教
員
　
　
給
料
等
ノ
常
費
二
当
ツ
ル
ニ
過
ギ
ズ
ト
ノ
見
込
ナ
リ
。
就
テ
ハ
右
器
　
　
械
費
ハ
高
等
中
学
校
費
支
弁
法
二
拠
リ
、
年
々
之
ヲ
徴
収
ス
ル
カ
、
　
　
若
ク
ハ
一
時
有
志
ノ
寄
附
ヲ
希
望
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
ト
思
考
ス
。
之
二
　
　
就
テ
御
明
案
ナ
キ
ヤ
。
如
何
。
　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
本
案
寄
附
の
こ
と
に
は
見
込
な
く
、
必
ず
勅
令
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
結
論
で
、
別
に
異
議
も
出
な
か
一508一
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
第
二
目
目
の
会
に
お
い
て
大
多
数
の
賛
成
を
得
た
第
五
高
等
中
学
校
に
医
学
部
の
設
置
希
望
は
、
や
が
て
長
崎
に
そ
れ
が
実
現
す
る
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
第
二
目
が
終
っ
た
。
こ
の
日
の
出
席
者
は
前
日
よ
り
八
名
減
じ
、
二
十
一
名
で
あ
っ
た
。
　
第
三
日
目
の
十
日
は
午
前
九
時
よ
り
開
会
さ
れ
、
出
席
者
は
二
十
三
名
膝
あ
っ
た
が
、
会
員
中
よ
り
定
期
会
を
開
催
す
る
発
議
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
九
州
各
県
各
尋
常
中
学
校
長
教
員
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
長
教
員
の
会
合
は
、
高
等
中
学
校
に
入
学
す
る
者
の
た
め
に
、
学
科
程
度
を
同
一
に
す
る
諸
協
議
上
、
便
利
で
あ
る
か
ら
、
毎
年
一
回
、
熊
本
に
お
い
て
会
議
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
十
時
二
十
分
、
閉
会
し
た
。
　
こ
の
会
議
の
際
、
学
校
側
は
、
口
頭
を
以
て
一
、
当
校
建
築
所
ノ
義
ハ
永
遠
二
伝
ハ
ル
モ
ノ
ナ
k
ハ
、
充
分
撰
．
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
故
二
右
見
込
ノ
地
所
ハ
数
ケ
所
有
之
二
付
、
一
応
御
点
見
御
評
判
ヲ
願
ヒ
タ
シ
。
一
、
募
集
生
徒
ハ
尋
常
中
学
二
在
学
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
志
願
者
　
ノ
範
囲
ヲ
定
メ
ザ
ル
見
込
。
一
、
八
月
二
日
高
等
中
学
経
費
支
弁
ノ
方
法
公
布
相
成
候
趣
二
付
一
両
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
　
　
日
中
ニ
ハ
官
報
来
着
ス
ベ
ク
ト
存
候
二
付
、
右
二
対
シ
、
御
相
談
等
　
　
致
ス
ベ
ク
義
モ
可
有
之
ト
存
候
間
、
此
趣
御
含
置
之
様
願
度
。
　
一
、
英
語
ヲ
学
．
ハ
ザ
ル
モ
独
逸
語
ノ
出
来
得
ル
モ
ノ
ハ
他
生
徒
同
様
試
　
　
験
ヲ
遂
ゲ
、
入
学
ノ
後
チ
英
語
ヲ
追
修
セ
シ
ム
ル
見
込
ナ
リ
。
　
一
、
或
ル
所
ニ
テ
尋
常
中
学
第
二
年
ノ
学
科
ヲ
履
修
セ
シ
生
徒
二
接
シ
、
　
　
談
話
ナ
セ
シ
ニ
、
十
二
六
七
ハ
互
二
言
語
ノ
通
ゼ
ザ
ル
事
ア
リ
。
其
　
　
人
ハ
随
分
恰
割
ナ
ル
様
二
見
受
タ
レ
ド
モ
、
言
語
ノ
通
ゼ
ザ
ル
ニ
ハ
　
　
頗
ル
困
却
セ
リ
。
因
テ
其
生
徒
二
質
セ
シ
ニ
、
学
校
二
於
テ
、
殊
更
　
　
二
言
語
ヲ
可
否
セ
ラ
ル
・
事
ハ
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
当
高
等
中
学
校
二
　
　
転
ズ
ベ
キ
生
徒
ハ
勿
論
、
尋
常
中
学
二
於
テ
モ
言
語
ハ
普
通
ノ
事
ヲ
　
　
理
解
セ
ザ
レ
バ
、
教
授
上
困
難
而
己
ナ
ラ
ズ
、
他
日
実
地
二
運
用
ス
　
　
ル
ト
キ
差
支
多
カ
ル
ベ
シ
。
　
一
、
敬
礼
法
ヲ
同
一
二
致
シ
タ
シ
。
な
ど
、
学
校
の
希
望
と
抱
負
を
述
べ
た
。
こ
の
脇
議
会
の
決
定
は
、
長
崎
の
医
学
の
存
続
が
こ
こ
に
漸
く
実
現
さ
れ
る
契
機
を
作
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
又
、
同
時
に
長
崎
の
医
学
の
発
展
が
、
中
央
集
権
的
な
政
治
に
よ
っ
て
如
何
な
る
方
向
に
進
む
べ
き
か
を
決
定
し
た
も
の
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
高
等
中
学
校
の
学
科
及
び
そ
の
程
度
は
、
国
語
、
漢
文
、
第
一
外
国
語
（
通
常
英
語
）
、
第
二
外
国
語
（
通
常
ド
イ
ツ
語
若
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
語
）
、
ラ
テ
ン
語
、
地
理
、
歴
史
、
数
学
、
動
一509一
　
　
　
第
一
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
物
、
植
物
、
地
質
、
鉱
物
、
物
理
、
化
学
、
天
丈
、
理
財
学
、
法
学
通
論
、
哲
学
、
図
画
、
力
学
、
測
量
及
び
体
操
を
授
け
、
そ
の
修
業
年
限
を
ニ
ケ
年
と
し
、
二
級
を
設
け
、
毎
級
の
授
業
期
限
を
一
年
と
し
、
一
年
内
に
お
い
て
凡
そ
四
十
週
の
授
業
を
す
べ
く
、
学
科
は
一
部
、
二
部
、
三
部
に
分
け
、
各
生
徒
を
し
て
そ
の
一
を
修
め
し
む
べ
く
、
入
学
を
許
す
べ
き
生
徒
は
、
品
行
端
正
、
身
体
健
康
、
年
令
十
七
以
上
に
し
て
、
尋
常
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
若
し
く
は
こ
れ
に
均
し
い
学
力
を
有
す
る
者
た
る
べ
く
、
又
、
若
し
高
等
中
学
校
に
予
科
を
置
く
場
合
は
、
尋
常
中
学
校
第
三
級
以
上
の
学
科
及
び
そ
の
程
度
に
拠
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
　
森
有
礼
の
高
等
中
学
校
の
教
育
に
関
す
る
抱
負
は
明
治
二
十
一
年
三
月
百
刊
日
下
部
三
之
介
薫
蘇
森
雷
之
教
育
意
見
』
所
収
「
第
四
高
等
中
学
校
開
校
式
二
於
ケ
ル
森
文
部
大
臣
ノ
演
説
」
に
よ
れ
ば
、
「
抑
高
等
中
学
校
ハ
全
国
五
箇
所
二
設
置
セ
リ
。
之
ヲ
設
置
シ
タ
ル
理
由
ヲ
概
言
セ
ズ
国
家
必
要
二
由
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
キ
ノ
ミ
。
己
二
国
家
ノ
必
要
ト
認
メ
、
且
ツ
時
機
到
ル
ヲ
以
テ
、
政
府
ハ
之
ヲ
決
行
セ
リ
。
唯
国
家
必
要
ノ
点
ハ
、
時
勢
二
由
リ
テ
変
動
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
今
日
二
於
テ
高
等
中
学
校
ヲ
国
家
二
於
テ
必
要
ト
ス
ル
理
由
ヲ
知
ラ
ン
ト
セ
バ
、
日
本
現
時
ノ
国
勢
ヲ
世
界
万
国
ノ
国
勢
二
此
較
シ
テ
、
如
何
ナ
ル
地
位
二
立
ツ
カ
ヲ
思
ハ
パ
自
ラ
瞭
焉
タ
ル
ベ
シ
。
蓋
シ
昔
日
鎖
国
ノ
時
代
二
於
テ
ハ
、
国
勢
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
別
段
ノ
方
法
ヲ
要
セ
ザ
リ
シ
モ
、
已
二
開
国
シ
、
万
国
ノ
交
際
二
列
シ
テ
、
我
国
独
立
ノ
名
実
ヲ
全
フ
シ
、
其
面
目
ヲ
保
タ
ン
ト
セ
バ
、
急
務
固
ア
リ
多
端
ナ
リ
。
而
最
モ
肝
要
ナ
ル
ハ
、
国
家
全
体
ノ
重
要
ナ
ル
部
分
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
、
即
チ
社
会
上
流
二
立
ツ
ベ
キ
人
物
正
確
二
学
術
精
練
ノ
士
ヲ
多
ク
養
成
ス
ル
コ
ト
是
ナ
リ
。
蓋
シ
此
等
ノ
人
物
ハ
我
国
二
之
ナ
ン
ト
云
フ
ニ
非
ズ
。
然
レ
ド
モ
文
明
ノ
進
歩
シ
タ
ル
各
国
ヲ
対
手
ト
シ
テ
此
較
セ
バ
、
日
本
ハ
未
ダ
其
数
少
ナ
ク
シ
テ
、
唯
残
念
ナ
リ
ト
云
フ
ノ
外
ナ
シ
。
…
…
我
国
ハ
比
類
ナ
キ
有
難
キ
国
柄
ナ
リ
。
生
ヲ
比
国
三
某
ク
ル
　
　
　
　
　
マ
ヤ
者
ハ
、
実
二
幸
栄
ナ
リ
。
然
ル
ニ
現
時
ノ
国
勢
ハ
ト
云
ヘ
バ
、
前
言
ノ
如
ク
慨
嘆
マ
ベ
キ
者
多
シ
。
是
　
天
皇
陛
下
ノ
常
二
叡
慮
ヲ
悩
マ
セ
ラ
レ
、
又
憂
国
ノ
士
民
身
ヲ
殺
シ
テ
惜
ム
ナ
ク
、
難
難
辛
苦
ス
ル
所
ナ
リ
。
然
ル
ニ
今
日
迄
ノ
事
業
ハ
、
恰
カ
モ
荊
棘
ヲ
開
キ
、
基
礎
ヲ
定
メ
、
今
後
ノ
事
業
ハ
、
家
屋
ヲ
建
ツ
ル
ガ
如
シ
。
今
後
ノ
事
業
ハ
実
二
容
易
ナ
ラ
ズ
。
是
人
物
正
確
学
術
深
遼
ノ
士
一510一
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
急
務
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。
」
と
云
う
の
に
簡
明
卒
直
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
森
有
礼
の
教
育
の
主
眼
は
、
単
に
高
等
中
学
校
の
み
な
ら
ず
、
威
重
、
信
望
、
従
順
の
三
気
質
に
置
か
れ
て
お
り
、
」
勅
令
中
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
教
養
の
方
法
と
し
て
、
軍
隊
式
体
操
を
利
用
し
、
教
員
の
素
質
改
善
を
計
る
と
共
に
、
軍
隊
式
寄
宿
舎
制
度
を
用
い
て
、
師
範
学
校
の
生
徒
を
訓
育
し
、
以
て
教
員
の
改
良
に
カ
を
尽
す
と
共
に
、
各
学
校
に
お
い
て
も
、
軍
隊
式
体
操
を
奨
励
し
て
、
上
記
三
気
質
及
び
規
律
を
尚
ぶ
軍
隊
的
美
質
の
油
養
に
カ
め
た
。
こ
れ
は
国
家
主
義
が
更
に
軍
国
主
義
に
転
ず
る
と
こ
ろ
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
教
養
の
方
法
と
し
て
は
、
今
日
に
お
い
て
は
そ
の
功
罪
相
半
ば
す
る
も
の
が
あ
る
。
然
し
、
当
時
の
世
界
的
見
地
よ
り
云
え
ば
、
世
論
の
如
何
を
問
わ
ず
、
西
欧
諸
国
特
に
ド
イ
ツ
の
教
育
方
針
に
拠
っ
た
も
の
と
も
み
な
さ
れ
、
後
進
国
の
焦
燥
感
を
如
実
に
示
す
も
の
と
は
云
え
、
当
時
と
し
て
は
最
上
の
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
　
森
有
礼
は
高
等
中
学
校
の
教
育
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
五
ケ
の
高
等
中
学
校
に
寄
附
を
申
入
れ
た
。
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
　
明
治
二
十
年
七
月
二
十
八
目
、
第
五
高
等
中
学
校
に
も
そ
の
通
知
が
あ
り
、
三
千
円
を
五
ケ
年
賦
に
し
て
寄
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
森
有
礼
は
毎
年
十
二
月
迄
に
六
百
円
を
文
部
省
会
計
局
へ
納
め
、
文
部
省
は
こ
れ
を
五
ケ
の
高
等
中
学
校
に
平
分
し
、
各
校
へ
百
二
十
円
を
交
付
し
、
各
高
等
中
学
校
長
は
前
項
の
金
員
を
人
と
な
り
優
等
且
つ
才
能
俊
秀
な
も
の
で
、
授
業
料
を
納
め
え
な
い
生
徒
の
た
め
、
そ
の
授
業
料
の
全
額
或
は
幾
分
を
補
助
す
べ
き
こ
と
等
を
定
め
た
が
、
こ
の
奨
学
資
金
の
方
法
は
、
後
年
、
本
校
に
お
い
て
も
吉
田
健
康
が
採
用
し
、
そ
の
補
助
を
受
け
た
者
は
相
当
数
に
及
ん
で
い
る
。
　
第
五
高
等
中
学
校
区
内
に
、
医
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
他
地
区
に
お
け
る
場
合
と
同
じ
く
、
新
し
い
教
育
制
度
整
備
の
上
か
ら
も
急
務
で
あ
っ
た
。
　
明
治
十
九
年
勅
令
第
十
五
号
中
学
校
令
第
一
条
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
「
実
業
二
就
カ
ン
ト
欲
シ
、
又
ハ
高
等
ノ
学
校
二
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
所
ト
ス
」
と
称
せ
ら
れ
た
中
学
校
は
、
高
等
中
学
校
を
含
め
て
、
卒
業
後
、
直
ち
に
実
業
に
就
き
得
る
よ
う
に
教
育
す
る
た
め
、
後
年
の
実
業
専
門
学
校
に
類
一51」一
第
節
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
す
る
教
育
機
関
と
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
年
の
第
三
高
等
中
学
校
の
よ
う
に
、
法
学
、
経
済
学
、
工
学
等
の
分
科
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
医
学
は
分
科
と
し
て
も
特
に
重
要
で
あ
り
、
文
部
省
で
も
各
高
等
中
学
校
区
に
設
置
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。
　
各
分
科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
朋
治
二
十
年
八
月
八
目
の
相
談
会
に
お
い
て
も
論
議
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
第
五
高
等
中
学
校
区
内
に
医
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
、
教
育
制
度
整
備
の
上
か
ら
も
、
又
、
必
要
の
面
か
ら
も
、
当
事
者
間
で
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
の
成
行
で
あ
っ
た
。
　
文
部
省
は
、
明
治
二
十
年
八
月
二
十
七
日
、
第
二
高
等
中
学
校
に
は
仙
台
に
医
学
校
を
附
設
し
、
第
三
高
等
中
学
校
に
は
岡
山
に
医
学
部
を
置
き
、
第
四
高
等
中
学
校
に
は
金
沢
に
医
学
部
を
設
け
た
。
そ
し
て
同
日
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
は
長
崎
に
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
員
等
中
学
校
医
学
部
は
遅
れ
て
、
翌
九
月
に
至
り
、
千
葉
に
設
置
さ
れ
た
。
　
各
高
等
中
学
校
の
う
ち
、
医
学
部
設
置
の
場
所
は
、
第
二
区
（
仙
台
）
、
第
四
区
（
金
沢
）
の
よ
う
に
、
本
校
部
の
あ
る
地
に
置
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
第
五
高
等
中
学
校
区
内
で
は
、
熊
本
を
避
け
て
、
幕
府
時
代
以
来
、
明
治
教
育
史
上
に
も
看
過
で
き
な
い
長
崎
医
学
校
跡
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
自
然
の
勢
で
あ
っ
た
。
　
「
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
一
覧
」
中
の
沿
革
に
、
　
明
治
十
九
年
四
月
勅
令
第
拾
五
号
二
基
キ
第
五
高
等
中
学
校
ヲ
熊
本
二
　
設
ケ
同
二
十
一
年
四
月
其
医
学
部
ヲ
長
崎
二
置
カ
レ
タ
リ
抑
長
崎
ハ
古
　
来
外
国
互
市
ノ
要
衝
タ
ル
ヲ
以
テ
西
洋
百
般
ノ
学
芸
概
ネ
長
崎
ヲ
経
テ
　
輸
入
セ
サ
ル
ハ
ナ
ク
我
医
学
ノ
如
キ
モ
亦
此
地
ヨ
リ
興
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
　
医
術
二
名
ア
ル
モ
ノ
前
後
相
踵
テ
輩
出
セ
リ
故
二
本
部
ノ
此
地
二
設
置
　
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
是
ノ
縁
由
二
関
ス
ル
事
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
襲
キ
　
ニ
長
崎
県
立
医
学
校
ノ
設
ケ
ァ
リ
シ
カ
ニ
十
年
九
月
ノ
公
布
二
係
ル
勅
　
令
四
拾
八
号
二
拠
リ
ニ
十
一
年
三
月
同
校
ヲ
廃
セ
リ
是
二
於
テ
仮
リ
ニ
　
本
部
ヲ
旧
長
崎
医
学
校
ノ
校
舎
二
置
キ
其
書
籍
器
械
ノ
如
キ
モ
亦
皆
之
　
ヲ
供
用
ス
云
々
と
記
さ
れ
て
お
り
、
又
、
明
治
二
十
一
年
十
月
五
目
の
官
報
、
教
育
の
項
に
、
　
長
崎
医
学
校
ハ
本
年
之
ヲ
改
良
シ
、
外
国
人
ブ
ッ
ケ
マ
ヲ
医
監
ト
シ
、
　
更
二
医
学
士
三
名
ヲ
病
院
医
員
二
兼
任
セ
シ
メ
、
其
担
当
学
科
二
従
ヒ
、
　
之
ガ
医
長
ト
ナ
シ
、
臨
床
講
義
ヲ
シ
テ
一
層
充
全
ナ
ラ
シ
メ
、
叉
解
剖
　
場
中
二
設
ケ
タ
ル
講
堂
ヲ
区
分
ス
。
且
ツ
屍
体
ノ
数
増
シ
テ
、
四
十
五
　
体
ノ
多
キ
ニ
及
ピ
シ
ヲ
以
テ
、
施
術
殆
ド
虚
日
ナ
キ
ヲ
得
タ
リ
。
又
、
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従
来
医
学
生
徒
ハ
概
ネ
優
柔
ニ
シ
テ
、
絶
ヘ
テ
有
為
ノ
気
風
ナ
キ
ヲ
以
　
テ
、
之
ヲ
矯
救
セ
ン
事
ヲ
計
リ
、
兵
式
体
操
ノ
一
科
ヲ
加
ヘ
タ
リ
シ
ガ
、
　
生
徒
ノ
挙
動
大
二
其
観
ヲ
改
メ
タ
リ
。
職
員
ハ
校
長
一
名
、
教
員
十
一
　
名
、
蘭
人
医
学
士
一
名
、
医
学
士
三
名
、
其
他
獣
医
学
士
、
東
京
大
学
　
製
薬
学
卒
業
者
等
ナ
リ
。
生
徒
ノ
数
ハ
百
三
十
三
名
、
卒
業
セ
ル
者
二
　
十
一
名
ア
リ
。
其
実
費
ハ
八
千
六
百
十
三
円
余
ナ
リ
。
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
伝
統
あ
る
長
崎
に
医
学
部
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
的
な
問
題
で
あ
り
乍
ら
、
こ
の
決
定
を
遅
ら
し
め
た
理
由
は
、
九
州
地
方
に
お
け
る
長
崎
の
文
化
的
位
相
が
次
第
に
転
落
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
も
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
